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第１章 学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 

 １ 背景 

 吉野川市の学校施設は、昭和４０年代から５０年代に急激な人口増加に伴う児童生徒数の増加に併せ

て集中的に整備され、施設の約５８％が築３０年を経過している。その後、平成以降は児童生徒が 

減少し、クラス替えができないような小規模な学校が増加してきた。 

 こうした状況を背景に、川田・美郷地区では、平成３０年４月に４つの小学校が高越小学校に再編さ

れ、３つの小学校と１つの中学校を廃校とし、児童生徒数に応じた施設整備を進めてきた。さらに、令

和９年４月１日を目途に鴨島東中学校と鴨島第一中学校を統合することとし準備を進めている。 

 一方で、前述の高度経済成長期に集中整備された学校施設は数多く残っており、今後、大規模改修 

や建替えに多額の費用が必要となると考えられており、これらの適正な維持管理等が課題となっている。 

 
 
 

 ２ 目的 

 学校施設の老朽化対策、教育環境の質的改善、環境対策を併せて実施する再生整備と予防保全による

長寿命化とともに、財政支出の縮減と平準化を図ることを目的として「学校施設長寿命化計画」を策定

する。 

 

 

３ 計画期間                                       

令和元年～令和４０年（５年ごとに見直し） 

 
  本計画は、令和元年度から令和４０年度までの４０年間を計画期間とする。また、計画期間内におい

ては、施設の劣化状況等を継続的に把握し、原則として５年ごとに見直しを行うものとする。 

 
 
 
 ４ 対象施設 

 

学校 

小学校 １０校 

中学校        ４校 

学校給食センター 

学校給食センター         １施設 
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第２章 学校施設の目指すべき姿 

 
 第２期吉野川市教育振興計画 

【教育目標】 

１．生きる力を持ち、未来を拓く子どもの育成 

２．家庭と地域の教育力の再生 

３．生涯を通して学べる環境づくり 

４．生涯を通してスポーツに親しめる環境づくり 

５．心に豊かさをもたらす文化の保護と振興 

 

【推進プログラム】 

１．生きる力を持ち、未来を拓く子どもの育成 

   ①幼児教育の質の向上 

   ②認定こども園の子育て支援の充実 

   ③自己実現を図るための確かな学力の育成 

   ④豊かな人間性の基礎となる心の育成 

   ⑤心身ともに健やかでたくましく生きる力の育成 

   ⑥未来を切り拓く力の育成 

   ⑦個別の教育的ニーズに応じた教育の推進 

 

２．家庭と地域の教育力の再生 

   ①「家庭の教育力」の理解促進と向上支援 

   ②家庭教育に関する相談機能の充実 

   ③市民に信頼される、より良い教育環境の推進 

   ④子どもたちが健やかに育つ地域教育の充実 

 

３．生涯を通して学べる環境づくり 

①人権教育の生涯学習環境の充実 

②女性活躍と男女共同参画の推進 

 

４．生涯を通してスポーツに親しめる環境づくり 

①生涯を通して健康に暮らせる環境の充実 

②市民を主体とする生涯スポーツ環境の充実 

 

５．心に豊かさをもたらす文化の保護と振興 

   ①文化芸術の振興と文化資源の継承と活用 
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第３章 対象施設の状況 

１ 対象施設一覧（学校施設） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 



 

 
 

２ 児童生徒数及び学級数の変化 

 
＜児童生徒数＞                                    （人） 

            これまでの推移  

 1992 1995 1998 2001 2004 2007 2010 2013 2016 2020 2024 

 平 4 平 7 平 10 平 13 平 16 平 19 平 22 平 25 平 28 令 2 令 6 

小学校

児童数 
3,564 3,252 2,869 2,586 2,377 2,260 2,171 2,003 1,870 1,703 1,540 

中学校

生徒数 
1,995 1,814 1,732 1,485 1,343 1,066 1,008 961 878 785 764 

合計 5,559 5,066 4,601 4,071 3,720 3,326 3,179 2,964 2,748 2,488 2,304 

 
＜通常学級数＞                                   （学級） 

             これまでの推移  

 1992 1995 1998 2001 2004 2007 2010 2013 2016 2020 2024 

 平 4 平 7 平 10 平 13 平 16 平 19 平 22 平 25 平 28 令 2 令 6 

小学校 135 129 114 104 106 102 101 99 99 73 66 

中学校 57 52 52 47 44 35 33 34 32 30 29 

合計 192 181 166 151 150 137 134 133 131 103 95 

 

※学校基本調査数値 
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３ 学校施設の配置状況 

地 
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４ 施設関連経費の推移 

 

（円） 

 

 

 

 直近５カ年の施設関連経費は上記のように推移している。 

 令和２年度から令和３年度において小学校の屋内運動場改築工事を行っており、  

施設整備費が増加している。 
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５ 対象施設の建築年別整備状況 

 

 対象施設６７棟約６．３万㎡のうち、築５０年以上経過が約０．９万㎡（１５％）、築

４０年以上５０年未満が約１．７万㎡（２８％）、築３０年以上４０年未満が約１万㎡

（１６％）となっており、３０年以上経過している施設、合計４４棟約３．７万㎡（５

８％）が改築時期をむかえようとしている。 
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 ６ 今後の維持・更新コスト（従来型）  
 

 施設に係る将来更新費用を文部科学省の学校施設の長寿命化計画策定に係る解説付

属ソフトを用いて試算すると、４０年間にかかる更新費用の総額は約３６８億円とな

り、１年あたりに換算すると毎年９．２億円の更新費用が必要となる。 

 施設関連経費は、過去５年間の平均額が２．６億円であり、今後の維持・改築に係る

コストについて縮減していく必要がある。 

 

 

   文科省提供ソフトでは、耐用年数を過ぎた建築物の場合改築等の費用を１０年に分

けて試算するため、令和７年度から令和１６年度に分散された形で経費が計上された

グラフとなっている。 

 

  試算条件 

工  種 周  期 単  価 工事期間 

 

改  築 

 

 

４０年 

 

400,000 円／㎡ 

 

２年 
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第４章 対象施設の劣化状況 

１ 調査の実施方法 

 

   対象施設について、建築基準法第１２条の定期報告における目視点検の項目及び公

共建築物の点検マニュアル等の基準類に準拠して目視点検による劣化状況調査を実施

するとともに、その結果を分析・評価し、長寿命化に必要なコストと保全の優先順位

を設定する。 

 

（１）調査概要 

   現地調査表を作成し、校舎・体育館等の部位ごとに目視による現地調査を実施した。 

 

（２）評価基準・健全度の算定 

   ①評価基準 

    屋根・屋上、外壁は目視状況により、内部仕上げ、電気設備、機械設備は部位の

全面的な改修年からの経過年数を原則としてＡ～Ｄの４段階で評価する。但し、部

分修繕による機能回復を行っている設備はこの限りではない。 

 

 

資料：学校施設の長寿命化計画の見直しに向けたコスト試算等に係る解説書（文部科学省） 
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   ②健全度の算定 

    健全度は、各建物の５つの部位について劣化状況を４段階で評価し、１００点満

点で数値化した評価指標である。【部位の評価点】、【部位のコスト配分】を下表のよ

うに定め、【健全度】を１００点満点で算定する。 
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２ 調査結果 

 

 

 

   前述した評価基準に基づいた学校施設の評価結果を下表に示す。 

   調査対象となる５５施設のうち、劣化が進行していると判断したＣ及びＤ評価に着

目すると、屋根・屋上ではＣ評価が１６施設でＤ評価が１施設、外壁はＣ評価が３１

施設でＤ評価が２施設、内部仕上げはＣ評価が３０施設でＤ評価が４施設、電気設備

はＣ評価が２８施設でＤ評価が１施設、機械設備はＣ評価が１５施設でＤ評価が１７

施設となっている。 

   合計するとＣ評価は１２０部位、Ｄ評価が２５部位と劣化が進行した施設の割合が

高くなっている。 

   これら総合的に評価した健全度において、その点数の低い施設が、改修等の優先順

位が高いものとなるが、施設部位ごとの劣化の進行状況にも注目して、適切な時期に

修繕を行っていくものとする。 
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様式３－７ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

注釈：建物区分の違いにより台帳上別棟となっている施設でも形態的に同一棟となっているものにつ

いては 1 棟としてカウントした。また、教職員住宅等児童生徒が利用しない施設については、

劣化評価の対象外とした。以上の理由により、築年別整備状況、今後の維持・更新コストを示

したグラフの棟数と合わない。 
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第５章 学校施設整備の基本的な方針等 

 １ 学校施設の規模・配置計画等の方針 

 １）学校施設の長寿命化計画の基本方針 
 

公共施設等総合管理計画の 

基本方針 

公共施設等を少子高齢化・市民ニーズの変化・防災強化・環境への

配慮等課題に適合させ、総合的かつ中長期的な視野に立ち、施設を

有効利用するため総合的管理手法を導入する。 

公共施設等総合管理計画の 

施設類型別方針 

【学校】 

・学校再編も視野に入れ、施設利用者への配慮も行う。 

・学校修繕については、計画的に緊急性の高い箇所から実施し、防

災機能の強化を図る。 

・廃校施設については、撤去または利活用。 

 

 

学校施設の長寿命化計画の 

基本方針 

 本市における学校施設のうち、半数以上の施設は築３０年を経

過しており、老朽化による修繕費が年々増加している。従来型の改

築計画では、今後１０年余りの期間に多額の施設整備費が必要と

なってくる。 

 今後は、中長期的な展望に立ち、全ての施設において長寿命化計

画によりコストの平準化を図る。また、学校施設の築８０年間使用

を目標に、計画的な機能向上・機能回復を実施し、点検体制の見直

し・強化を図る。 

 

  ２）学校施設の規模・配置計画等の方針 

  

吉野川市の小学校及び中学校１４施設は、東西にバランスよく配置されているが、今後

においてはさらに児童生徒数の減少が進むと推測され、将来的には統廃合も視野に入れつ

つ、計画的に配置を行うこととする。 
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２ 改修等の基本的な方針 

１）長寿命化の方針 

 

  今後の施設整備については、建て替え中心の従来型改修から長寿命化改修へ転換 

し、計画的な点検・改修・修繕による施設の維持管理に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）目標使用年数、改修周期の設定 

 

 目標使用年数 大規模改造の周期 長寿命化改修の周期 

校舎   ８０年 築 ２０年／ ６０年 築 ４０年 

体育館   ８０年 築 ２０年／ ６０年 築 ４０年 

 ※改修周期は基本的な考えであり、既存施設は点検結果及び改修履歴により個別に設定する。 
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３ 維持管理レベルの設定 

 

１）改修等の整備水準 

整備水準は、老朽化に伴う機能回復に合わせて、改修時の社会的欲求水準を考慮する

必要がある。下記に各部位における標準的な整備水準を掲載するが、計画見直し時や改

修時において、適宜改修内容を検討するものとする。 

 

 

 ２）維持管理の項目・手法等 

  施設管理者における点検を毎年実施すると共に、「劣化状況調査票」の項目について 

５年に１度、専門家による点検を実施する。 
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長寿命化改修
（機能向上）
築４０年目

大規模改造
（機能回復）

築２０年目・築６０年目
屋上防水 シート防水更新 シート防水更新 シート防水
（陸屋根） 浮き・クラック補修 浮き・クラック補修

屋根 ガルバリウム鋼板製 塗装 コロニアル葺き
（勾配屋根） 葺き替え

（カバー工法）
外壁 再塗装 再塗装 防水型複層塗装

浮き・クラック補修 浮き・クラック補修
外部開口部 サッシ交換 シーリング更新 アルミ防音サッシ

（複層ガラス） 飛散防止フィルム
内部仕上げ 全面更新 既存のまま ボード

（天井） （下地LGS共） 化粧吸音板
内部仕上げ 塗装 塗装 EP塗

（壁）
内部仕上げ 教室：フローリング更新 教室：ウレタン塗装 教室：フローリング

（床） 廊下：塩ビシート更新 廊下：塩ビシート更新 廊下：塩ビシート
内部仕上げ 全面更新 既存のまま

（黒板・ロッカー等）
内部仕上げ 全面更新 壁：EP塗装 壁：EP塗

（トイレ） （便器・配管共） 床：塩ビシート更新 床：塩ビシート乾式

その他機能向上 施工 既存のまま

主な仕様
（現状）

改修内容



 

 

第６章 長寿命化の実施計画 

１ 改修等の優先順位付けと実施計画 

 
 １）改修等に関する優先順位付けの考え方 

本市の学校施設は、４０年以上経過した建物が約２．６万㎡、全体の４３％と大変高い

割合を占めている。４０年を超えてさらに劣化が進行している建物から順次、健全性を

回復するための長寿命化改修を行うこととする。 

  長寿命化改修に当たっては、財政状況を勘案したうえで、教育環境の改善や将来的な

統廃合も視野に入れ、施設の状況に応じて適宜見直しを図るものとする。 

 

 今後５年間の改修計画 

  今後の５年間は、普通教室、特別教室及び管理諸室の空調機の年次的更新に加え、屋

内運動場照明設備のＬＥＤ化事業に着手する予定である。 
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２ 長寿命化のコストの見通し、長寿命化の効果 

 
適切な時期に大規模改修や長寿命化改修を実施することを前提に、すべての建築物の

目標耐用年数を 80 年以上とした長寿命化管理を行った場合、今後 40 年間の維持・改築

コストは総額 280 億円で、従来型管理を行った場合のコストと比較して約 88 億円の縮減

になり、1年あたりの平均経費は従来型管理の 9.2 億円から 7.0 億円に縮減する。 

  今後は、本計画に基づき施設の整備・維持管理を図ることとし、適宜、劣化状況調査

により必要な修繕等を実施するとともに、財政負担を十分考慮し、補助金・交付金の効

果的な活用を行うなど整備費用の平準化を目指す。 
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今後の維持・更新コスト（長寿命型） 



 

 

第７章 長寿命化計画の継続的運用方針 

 １ 情報基盤の整備と活用 

 
 施設ごとの基本情報、改修履歴、法定検査結果や各学校における日常点検調査票及び

専門家による建築基準法第１２条点検、劣化状況調査結果等を吉野川市教育委員会に

おいて管理し、適切な修繕・維持管理を行う。 

 
 

 ２ 推進体制等の整備 

 
  学校施設の老朽化や求められる機能の変化を的確に把握し、本計画を継続的に運用し

ていくため、本計画を市全体の取組として推進する必要がある。所管課である吉野川市

教育委員会教育総務課の施設整備担当が本計画の継続的な運用を行い、財政部局、公共

施設担当部局等の関連部局と横断的に連携し、情報交換を図るなど、吉野川市全体での

体制管理で行う。 

 

 
 ３ フォローアップ 

 
本計画は、平成２９年３月策定の吉野川市公共施設等総合管理計画に基づく個別施

設計画であり、総合管理計画内容に変更が生じた場合及び定期的な劣化状況調査等結

果に基づき適宜見直しを図るものとする。 
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